
　
春
の
陽
気
に
誘
わ
れ
て
、
タ
ン
ポ
ポ
の
黄

色
や
白
の
花
が
咲
き
ま
す
。

　
種
類
は
、
西
洋
タ
ン
ポ
ポ
と
日
本
タ
ン
ポ

ポ
が
あ
り
ま
す
。
今
は
繁
殖
力
が
強
い
西
洋

タ
ン
ポ
ポ
が
優
勢
の
よ
う
で
す
。

　
さ
て
、
こ
の
タ
ン
ポ
ポ
の
語
源
は
何
な
の

だ
ろ
う
か
と
ず
っ
と
気
に
な
っ
て
い
て
、
調

べ
て
み
る
と
、
子
供
の
遊
び
に
関
係
し
て
い

る
よ
う
で
し
た
。

　
タ
ン
ポ
ポ
の
茎
を
鼓
の
よ
う
な
形
に
反
り

返
ら
せ
る
子
ど
も
の
遊
び
が
あ
り
、
江
戸
時

代
に
は
「
タ
ン
ポ
ポ
」
を
「
ツ
ヅ
ミ
グ
サ
」

と
言
っ
た
こ
と
か
ら
、
鼓
を
た
た
く
音
を
形

容
し
た
「
タ
ン
」
「
ポ
ポ
」
と
い
う
擬
音
語
を

語
源
と
す
る
説
が
通
説
と
な
っ
て
い
る
よ
う

で
す
。

　
ま
た
、
漢
字
で
は
「
蒲
公
英
」
と
表
記
す

る
の
は
、
漢
方
医
学
で
は
開
花
前
に
採
り
乾

燥
さ
せ
た
も
の
を
「
蒲
公
英
（
ホ
ウ
コ
ウ
エ

イ
）
」
と
呼
ぶ
こ
と
か
ら
き
て
い
る
よ
う
で

す
。

　
中
国
で
は
「
タ
ン
ポ
ポ
の
花
」
を
「
バ
バ
チ
ン

（
婆
婆
丁
）
」
と
呼
ぶ
よ
う
で
す
が
、
こ
れ
も
擬

音
語
か
ら
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　
和
歌
の
世
界
で
は
こ
ん
な
逸
話
が
あ
り
ま

す
。
一
世
の
歌
の
名
手
と
仰
が
れ
た
西
行
が

『
津
の
国
の
鼓
の
滝
を
来
て
見
れ
ば
、
岸
辺

に
咲
け
る
タ
ン
ポ
ポ
の
花
』
と
詠
ん
だ
と
き
、

草
刈
り
を
し
て
い
た
少
年
が
「
そ
れ
は
ま
ず

い
」
と
言
っ
て
上
の
句
を
『
津
の
国
の
鼓
の

滝
を
打
ち
見
れ
ば
』
と
訂
正
し
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

　
歌
の
上
手
が
一
介
の
草
刈
り
の
少
年
に
教

え
ら
れ
た
と
い
う
逸
話
、
タ
ン
ポ
ポ
の
語
源

を
知
っ
て
は
じ
め
て
面
白
さ
が
味
わ
え
る
と

金
田
一
氏
は
書
い
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
タ
ン
ポ
ポ
で
す
が
、
た
く
さ
ん
の

こ
と
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

　
４
～
６
月
の
床
の
間
コ
ー
ナ
ー
は
、
鹿
島

市
生
ま
れ
で
、
日
展
評
議
員
な
ど
も
務
め
ら

れ
、
戦
中
・
戦
後
に
か
け
て
、
わ
が
国
洋
画

界
の
中
心
的
存
在
と
し
て
活
躍
し
て
こ
ら
れ

た
、
納
富
進
さ
ん
の
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
納
富
さ
ん
は
、
明
治
44
年
鹿
島
市
高
津
原

に
生
ま
れ
ま
し
た
。
昭
和
７
年
東
京
文
化
学

院
美
術
部
に
入
学
。
翌
年
夏
休
み
に
甲
斐
、

相
模
の
国
境
、
青
根
村
か
ら
道
志
へ
か
け
て

の
旅
に
出
て
、
こ
の
時
の
作
品
「
青
根
風

景
」
が
第
20
回
二
科
展
に
初
入
選
。
昭
和
10

年
同
美
術
部
卒
業
後
は
一
水
会
展
、
日
展
を

中
心
に
作
品
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
昭
和
20
年
に
復
員
後
、
郷
里
鹿
島
に
居
住
。

戦
後
は
、
画
壇
の
復
活
と
と
も
に
上
京
の
回

数
も
多
く
な
り
、
東
京
都
三
鷹
市
に
ア
ト
リ

エ
を
構
え
、
以
後
、
春
と
秋
は
東
京
、
夏
と

冬
は
郷
里
鹿
島
で
暮
ら
す
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
昭
和
51
年
、
食
道
が
ん
の
た
め
死
去
。
享

年
64
歳
。
没
後
、
勲
四
等
瑞
宝
章
が
贈
ら
れ
、

昭
和
52
年
に
は
佐
賀
県
立
博
物
館
で
の
遺
作

展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
鹿
島
市
所
蔵
の
納
富
さ
ん
の
作

品
の
中
か
ら
、
ふ
る
さ
と
の
風
景
を
中
心
に

展
示
し
ま
す
。
監
修
は
鹿
島
美
術
人
協
会
会

長
・
行
動
美
術
会
員
の
杉
光
定
さ
ん
で
す
。

【
期 

間
】

　
４
月
４
日
（
火
）
～
６
月
30
日
（
金
）

（
鹿
島
市
所
蔵
作
品
か
ら
）～



現在の会員数921名！
うち市外会員177名
うち法人会員 5団体

現在の会員数921名！
うち市外会員177名
うち法人会員 5団体

　開口一番は文珍さんの一番弟子、桂 楽珍さんの「手水廻

（ちょうずまわ）し」。前座とは言えない大ベテランの熱演に

会場が一気に寄席モードに入ります。

　文珍さんも三題を語り、一本目の「憧れの養老院」は新作、

「天狗裁き」「くっしゃみ講釈」は古典と、盛りだくさんの内

容。「憧れの養老院」と「くっしゃみ講釈」では上方落語ならで

はの見台（けんだい）を用い、張扇（はりせん）や拍子木（ひょ

うしぎ）の小気味良い音が響きます。

　また内海 英華さんが披露する「女道楽（おんなどうらく）」

は、三味線を弾きながら唄や踊り、そして間に軽妙なトーク

をはさんで披露する芸で、現在では内海さんがただ一人の継

承者との事。

　上方落語を代表する落語、演芸に大満足の一日でした。桂 文珍さんは見台も使って、本格的な上方落語を

披露されました。

　１月 29 日（日）鹿島市民会館で、平成 28 年度　第 10 回えいぶる事業「桂文珍 独演会」が開催されました。

900 席ほどの市民会館がたくさんのお客様の大きな笑いに包まれました。
らくちん

うつみ えいか


